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2022年6月

商 号

代 表 者

所 在 地

資 本 金

設 立 年 月 日

連 絡 先

対 象 範 囲

環 境 管 理 責 任 者

従 業 員 数 51名

・栃木県　　　　　第０９１０００２０６８号（積替え含む）

許可年月日　 　： 平成３０年　３月　１日

許可有効期限　： 令和　５年　２月２８日

廃棄物の種類　： 燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ

廃プラスッチク類・紙くず・木くず・繊維くず

動植物性残渣・ゴムくず・金属くず・がれき類

ガラス、コンクリート及び陶磁器くず・鉱さい

動物のふん尿・ばいじん

許可年月日 　　： 令和　３年　４月１６日

許可有効期限　： 令和　８年　３月２２日

廃棄物の種類　： 燃え殻・廃プラスッチク類・紙くず・繊維くず

木くず・ガラス・コンクリート及び陶磁器くず、

がれき類・ゴムくず

①

那須営業所

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業

栃木県那須郡那須町大字高久甲南原４００８－３７

栃木県那須塩原市鍋掛1475-377

昭和49年4月24日

一般建設業

産業廃棄物中間処理業

ＴＥＬ　0287-63-1451　　　　  ＦＡＸ　0287-63-2275

事業の概要

関 連 事 業 所

・埼玉県　　　　　第０１１００００２０６８号

当社は上記の全ての組織、全ての活動を認証登録範囲としている。

栃木県那須塩原市上郷屋１８７－１２

テクニカルファクトリー（中間処理施設）

建造物解体業

トチホク　株式会社

一般貨物運送事業

２，０００万円
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森　　珠紀

許 可 番 号 等

事 業 内 容

産業廃棄物収集運搬業許可取得状況

一般廃棄物収集運搬業

我妻　　克人



・千葉県　　　　　第１２００００２０６８号

許可年月日　 　： 平成２８年　９月　１日

許可有効期限　： 令和　８年　８月３１日

廃棄物の種類　： 廃プラスッチク類・紙くず・木くず・繊維くず

ゴムくず・がれき類・金属くず

ガラス、コンクリート及び陶磁器くず

・福島県　　　　　第００７０７００２０６８号

許可年月日　 　： 平成３１年　１月２４日

許可有効期限　： 令和　６年　１月２３日

廃棄物の種類　： 燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ

廃プラスッチク類・紙くず・木くず・繊維くず

動植物性残渣・ゴムくず・金属くず・がれき類

ガラス、コンクリート及び陶磁器くず・鉱さい

・茨城県　　　　　第００８０１００２０６８号

許可年月日　 　： 令和　３年　３月２９日
許可有効期限　： 令和　９年　１月　３日
廃棄物の種類　： 燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ

廃プラスッチク類・紙くず・木くず・繊維くず

動植物性残渣・ゴムくず・金属くず・がれき類

ガラス、コンクリート及び陶磁器くず・鉱さい

・ばいじん

②

産業廃棄物収集運搬業許可取得状況

許 可 番 号 等

2



許可年月日　 　： 平成３０年　３月　１日

許可有効期限　： 令和　５年　２月２８日　

廃棄物の種類　： 廃油・廃酸・廃アルカリ・汚泥

感染性廃棄物・廃石綿等

許可年月日 　　： 平成２８年１０月１４日

許可有効期限　： 令和　３年　８月３１日

廃棄物の種類　： 廃油・汚泥・感染性廃棄物・廃石綿等

一般廃棄物収集運搬業許可取得状況
・那須塩原市

許可年月日 　　： 令和　４年　４月　１日

許可有効期限　： 令和　６年　３月３１日

・那須町
許可年月日　 　： 令和　４年　４月　１日

許可有効期限　： 令和　６年　３月３１日

産業廃棄物中間処理業許可取得状況
・栃木県　　　　　　第０９２０００２０６８号　（破砕・圧縮）　

許可年月日　 　： 令和　４年　２月１５日

許可有効期限　： 令和　９年　２月１４日

廃棄物の種類　： 廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず

ガラス、コンクリート及び陶磁器くず

金属くず・がれき類

廃 棄 物 処 理 料 金
③

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可取得状況
・栃木県　　　　　　第０９５０００２０６８号

・福島県　　　　　　第０７５７００２０６８号

当社までお問い合わせ下さい。
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許可番号等



インプット 作業 アウトプット
（資源の枯渇） 軽油 トラックによる 騒音・振動 （近隣環境の悪化）

廃材受け入れ 排気ガス （大気汚染）

（地球温暖化） 電気 計量

仮置き 粉塵 （近隣環境の悪化）

（資源の枯渇） 軽油 重機により小割り

粉塵

（資源の枯渇） 軽油 重機による 騒音・振動

破砕機への投入 重機の油漏れ (水質汚染）

(土壌汚染）

（地球温暖化） 電気 破砕処理

粉塵

（地球温暖化） 電気 ベルトコンベアー 騒音・振動

よる搬送

（地球温暖化） 電気 磁選 鉄くず （廃棄物の発生）

（地球温暖化） 電気 振動ふるいに ゴムくず

よる選別 プラスチックくず

粉塵

（資源の枯渇） 軽油 重機による保管 騒音・振動

場所への移動 重機の油漏れ (水質汚染）

(土壌汚染）

製品保管 風による粉塵（近隣環境の悪化）

（野外） 降雨、降雪 (水質汚染）

による濁水 (土壌汚染）

（資源の枯渇） 軽油 トラックによる 騒音・振動 （近隣環境の悪化）

集荷 排気ガス （大気汚染）

リサイクル商品として活用される。
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（廃棄物の発生）

（近隣環境の悪化）

工程フロー図
（中間処理）

（近隣環境の悪化）

（近隣環境の悪化）



収集運搬業 運搬車両種類

積替保管施設 許可品目 廃プラスチック類 面積 14.40 ㎥ 容量 16.00 ㎥

保管能力 紙くず 面積 　6.74 ㎥ 容量 　8.00 ㎥

木くず 面積 　7.20 ㎥ 容量 　8.00 ㎥

繊維くず(廃畳） 面積 　6.74 ㎥ 容量 2003.63 ㎥

繊維くず 面積 　2.00 ㎥ 容量 　8.00 ㎥

金属くず 面積 　7.20 ㎥ 容量 　8.00 ㎥

ガラス、コンクリート及び

陶磁器くず

がれき類 面積 14.40 ㎥ 容量 16.00 ㎥

産業廃棄物の 許可品目 廃プラスチック類 39.12 4.89

中間処理施設 処理能力 紙くず 11.76 1.47

（破砕） 木くず 80.80 10.10

繊維くず 6.72 0.84

金属くず 0.40 0.05

ガラス、コンクリート及び

陶磁器くず

がれき類 0.80 0.10

許可品目 廃プラスチック類 4.00 0.50

処理能力 紙くず 4.08 0.51

(圧縮） 金属くず 5.44 0.68
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1台

１０ｔ　脱着装置付コンテナ専用車

　４ｔ　脱着装置付コンテナ専用車

１０ｔ　キャブオーバ

　４ｔ　キャブオーバ

　２ｔ　キャブオーバ

2台

4台

ｔ　/日

容量

施設等の状況

1台

4台

2台

6台

5台

1台

　２ｔ　ダンプ

　2ｔ　塵芥車

ｔ　/時

ｔ　/時

　３ｔ　塵芥車

１０ｔ　バン

㎥㎥

　２ｔ　バン

2003.63面積 　7.20

ｔ　/日

ｔ　/時

ｔ　/時

ｔ　/時

ｔ　/日

1.60

ｔ　/日

ｔ　/日

ｔ　/日

ｔ　/日

ｔ　/日

ｔ　/日

2022年6月

0.20

ｔ　/日

ｔ　/時

ｔ　/時

1台

ｔ　/時

ｔ　/時

ｔ　/時



2019年度 2020年度 2021年度

6,276.17 6,509.33 11,066.17

1,718.49 2,920.44 2,072.88

347 413 523

49 51 51

1,592 1,592 1,592

単位 2019年 2020年 2021年

kg-CO2 1,033,999.92 965,952.06 926,762.98

kg-CO2

t 6,276.17 6,509.33 11,066.17

t 2,779.44 2,920.44 2,073.12

t 1,866.76 2,003.63 1,055.11

t 236.98 372.90 645.76

t 1,333.41 2,459.15 1,700.87

t 1,096.43 2,003.63 1,055.11

（ 循環資源量 ） t 0.21 0.23 0.29

（ 廃棄物量 ） t 0.33 1.31 0.79

最終処分量 t 0.00 0.00 1.08

（ 循環資源量 ） t 4.59 23.36 21.65

（ 廃棄物量 ） t 0.00 0.99 0.00

最終処分量 t 0.00 0.00 21.65

m
3 359 403 377

m3

m3 359 403 377

m3

m3

kg

kg

kg

MJ 689,603.99 690,262.60 684,413.75

MJ 14,543,843.40 13,730,341.50 13,112,712.70

MJ

MJ

t 0 0 0

t

t

m3
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事　業　の　規　模
活 動 規 模 単　　位

運 搬 量 ｔ

処 理 量 ｔ

金 型 加 工 量 枚

売 上 高 百万円

従 業 員 数 人

床 面 積 ㎥

環境への負荷の状況
環境への負荷

①　温室効果ガス

排出量

二酸化炭素

(                               )

②　受託した産業

廃棄物の処理量

収集運搬量

中間処理量

　　うち再資源化等量

最終処分量

中間処理後の産廃の処分量

　　うち再資源化等量

③　廃棄物排出量及

び廃棄物最終処分量 一般廃棄物

産業廃棄物

④－１　総排水量 公共用水域

下水道

循環資源使用量

④－２　水使用量 上水

工業用水

地下水

⑤　化学物質使用

量

⑧　サイト内で循環

的利用を行っている

利用された物質量

水の利用量

⑥　エネルギー使

用量

購入電力（新エネルギーを除く）

化石燃料

新エネルギー

その他

⑦　物質使用量 資源使用量



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年（　2021年　4月　～　2022年　3月）

廃棄物等種類 処分方法等 処理量（t）

木くず 536.83

がれき類 3182.96
廃プラスチック類 5272.16
紙くず 132.61
金属くず 1122.37
繊維くず 5.52
汚泥 46.56
動植物性残渣 20.42
廃油 0.05
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び
陶磁器くず

745.42

非飛散性ｱｽﾍﾞｽﾄ 1.10

感染性廃棄物 0.17

11066.17

木くず 破砕 334.17

がれき類 破砕 486.65
廃プラスチック類 破砕・圧縮 465.82
紙くず 圧縮 77.89
金属くず 破砕・圧縮 305.12
繊維くず 破砕 3.21
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び
陶磁器くず

破砕 400.26

木くず 破砕後、合板用の原料または堆肥化 248.79
がれき類 破砕・選別後、路盤材化 49.22
廃プラスチック類 破砕後、再生または固形燃料化 448.77
紙くず 破砕後、固形燃料化 0.00
金属くず 有価物として売却 305.12
繊維くず 破砕・選別後、固形燃料化 3.21

1055.11

2073.12

0.00

0.00

0.00

0.00

がれき類 破砕後、埋立 437.43

廃プラスチック類 破砕後、埋立・焼却 17.05

木くず 破砕後、合板用の原料または堆肥化 248.79

がれき類 破砕・選別後、路盤材化 49.22

廃プラスチック類 破砕後、再生または固形燃料化 448.77

紙くず 破砕後、固形燃料化 0.00

金属くず 有価物として売却 305.12

繊維くず 破砕・選別後、固形燃料化 3.21

1055.11

1700.87

再資源化等

（ⅰ）収集運搬

収集運搬量合計
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中間処理合計

（ⅲ）最終処分

最終処分量合計

（ⅳ）中間
処理後の
産業廃棄
物

191.28

　　中間処理後処分量合計

うち
再資源化等

再資源化等量小計

受託した産業廃棄物の処理量

再資源化等量小計

最終処分
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び
陶磁器くず

破砕後、埋立

（ⅱ）中間処理

処理方法等



3名

37 名

　※は作業主任者
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8

10

24 名

大島　誠徳 真般　和司

紙本　勉

渡辺　春男
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斉藤　修

谷田部　昭平 長井　友伸 泉　祐輔

渡辺　將紀 佐久間　憲晶

内垣　正明 斎藤　和久 小林　光春

※田中　成仁 沼宮内　昭人 藤田　春之

福村　三男 高根沢　行男 山川　孝之

小藤田　清 日笠　修三 田代　清治

可燃・不燃ごみ 中継施設運転・広域運搬 資源ごみ・プラ容器

平山　守安 ※磯　光三 ※池沢　新寿

室井　紀子

今成　達也

トチホク株式会社　那須営業所

那須町業務 那須町業務 那須町業務

藤崎　利之
塩原堆肥センター（　　　　）を除く
全ての組織を認証登録の対象範囲としている

川島　功一

野本　政次

岸　豪紀

大武　茂

八木澤　朋郁 平山　榮 中村　哲

田代　雅則 成田　泰司

後藤　健二 君島　美智子 星　兼美 遅沢　八重次

髙野　幸雄 中島　浩明 人見　弘道 織田　克行

鈴木　良一 小倉　涼介 二瓶　金栄 渋井　勇隆

相笠　勝彦 薄葉　希一郎 塩原堆肥センター 山崎　清一

和久井　一裕 田中　史郎 君島　英夫 濱野　珠奈 相馬　孝夫

相馬　英樹 薄井　誠司 小山田　未希 梶野　翔吾 岡崎　一平

環境事業部

事業部 ファクトリー 那須塩原市委託

専務取締役　森　正樹

取締役　森　珠紀

トランスポート 環境事業部 テクニカル 事務所

エコアクション トチホク株式会社　本社 令和　４年　４月　４日　作成

実施体制 代表取締役　我妻　克人
令和　５年　２月　２日　改訂
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・環境経営システムの取り組みの実行責任者として活動を推進する。

社　　長

・環境管理責任者を任命する。

・環境方針を制定する。

・推進に必要な要員、技術、資金等を準備する。

・環境経営システムに必要な文書及び記録を承認する。

・環境経営システムの全体の評価と見直しを行う。

・部門ごとの活動計画を策定し、達成状況、実施状況を把握し、

環境管理責任者に報告する。

・部門ごとの教育訓練の実施リーダ－。

部門

責任者

・環境への負荷及び取組の自己チェックの実施リ－ダ－。

・環境目標及び活動計画を策定し、社長の承認を得る。

・環境目標及び活動計画の達成状況や実施状況の

確認と評価を行い、社長に報告する。

・活動計画の担当者として実行する。

・システムで定めたル－ル、取り組み事項を

自発的、積極的に実施する。

社　　員

役割、責任

・環境関連法規の取りまとめ、最新チェック及び遵守状況の

確認をする。

・外部からの苦情や要望を受け付ける窓口。

・文書、記録を管理する。

・代表者による全体の評価と見直しのための情報を報告する。

環境管理

責任者



　　　　　　　　　　　　　　　4.　　関係法令の遵守　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　3.　　粉じん・騒音の削減　　　　　　　　　　

          　     代表取締役　我妻　克人
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　　　　　　　　　　　　　この環境方針は、全社員に周知します。

　　　　　　　　　　　　　　　2.　　資源の有効活用・リサイクルの拡大

      　　　   トチホク株式会社

<基本理念>

<行動指針>

　　　　　　　　　　　　　　　1.　　省エネルギーの徹底と資源の保護　

        令和　４年　４月　１日

　　　　　　　　　次のことに取り組みます。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　トチホクグループは、環境への負荷の低減を実現するために　　　

　　　　　　　　　循環型社会実現のために団結し、企業活動を行って参ります。　　

　　　　　　　　　一時的なアクションに終わることなく　

　　　　　　　　　地域環境問題にどのように貢献できるのかを常に考慮し、　　

　　　　　　　　　産業界及び地域社会において、リサイクル・自然保護に努め　

トチホク株式会社　　環境方針

　　　　　　　　　我々トチホクグループは、エコ市民という自覚を持ち　



分類
中長期環境目標

2019年度～2021年度 短期環境目標 活動内容 スケジュール ７月 １０月 １月 ４月

・電気使用量を0.3％削減する。 ・2020年度は電気使用量を0.2％削減する。 ・エアコンのフィルターの清掃。 通年

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） ・不使用時はパソコンのディスプレイの電源をｏｆｆにする。

42,645.32kwh ⇒ 42,517.38kwh 42,645.32kwh ⇒ 42,560.05kwh ・冷暖房の温度設定は、夏２８℃、冬２０度を徹底する。

・遮光フィルムおよび扇風機の導入。

冷暖房使用時

《本社》 《本社》 随時

・軽油使用量を0.1％削減する。 ・2020年度は軽油の使用量を0.06％削減する。 ・優良ドライバーの工夫の発表。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） ・アイドリングストップの実施。

330,973.0ℓ ⇒ 330,642.03ℓ 330,973.0ℓ ⇒ 330,774.44ℓ ・急発進・急加速・急ブレーキの禁止。

・車両の点検をこまめに実施する。

《運送事業部》 《運送事業部》 ・車両の入れ替えによる燃費向上。 通年

・軽油使用量を0.1%削減する。 ・2020年度は軽油使用量を0.06％削減する。 2003.63

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比）

64,283.33ℓ ⇒ 64,219.05ℓ 64,283.33ℓ ⇒ 64,244.77ℓ

2003.63

《那須塩原市委託一般廃棄物回収車》 《那須塩原市委託一般廃棄物回収車》

・維持管理目標とする。電気使用量。 ・2020年度は維持管理目標とする。 ・破砕機の効率的稼動の為、廃棄物が一定量に

（2016年度～2018年度平均を目標） （2016年度～2018年度平均の目標） 　達してから処理する。

27,196kwh 27,196kwh ・継続して刃物などの消耗品をこまめに取り換える。

《中間処理場》 《中間処理場》 ・モーターのメンテナンスを確実に行う。

・省資源・グリーン購入を推進する。 ・環境配慮製品の購入を推進する。 ・エコマーク・グリーンマーク製品を優先的に 購入時

　購入する。

・水使用量を1％削減する。 ・2020年度は水使用量を0.6％削減する。 ・洗車時はまめに水を止める。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） ・粉じん防止の散水時は節水する。

234.0ｍ3　⇒　231.66ｍ3 234.0ｍ3　⇒　232.6ｍ3

《本社》 《本社》

・維持管理目標する。水使用量。 ・2020年度は維持管理目標とする。 ・洗車時はまめに水を止める。

（2016年度～2018年度平均を目標） （2016年度～2018年度平均を目標） ・粉じん防止の散水時は節水する。

90.01ｍ3　 90.01ｍ3　 ・洗車場へ節水シャワーを導入。

《中間処理場》 《中間処理場》
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②省資源
本　　社（事務所）
プラント（事務所）

③水の効率的使用

通年 運送事業部全員

通年 プラント

運送事業部全員

通年
環境事業部全員

(中間処理場)

環境活動計画　　(2021年度)

担当者

①温室効果ガス排出

本社

全従業員



分類
中長期環境目標

2019年度～2021年度 短期環境目標 活動内容 スケジュール ７月 １０月 １月 ４月

・積み替え時の特殊車両の ・積み替え時の特殊車両の ・特殊車両のグリースアップ・オイルフィルターの清掃。

④受託した産業廃棄物の　　騒音の削減。 　　騒音の削減。 ・重機操作は燃費向上を考えて行う。

　積替・保管における ・分別時の粉塵の削減。 ・分別時の粉塵の削減。 ・地面を傷つけない。

　環境配慮 ・害虫の発生抑制。 ・害虫の発生抑制。 ・週一回の一斉清掃の実施。

・防虫剤の散布。

・破砕処分時の騒音・振動の防止。 ・破砕処分時の騒音・振動の防止。 ・建屋の扉を開放したまま破砕機を稼動させない。

・破砕処分時の粉塵の防止。 ・破砕処分時の粉塵の防止。 ・前処理や散水の徹底。

・破砕機の点検をこまめに行う。

・一般廃排出量を1％削減する。 ・2020年度は一般廃排出量を0.6％削減する。 ・両面印刷・両面コピーを励行する。

⑥一般廃棄物の （2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） ・裏紙利用の徹底。

　　排出抑制及び 873.21㎏　⇒　864.48㎏ 873.21㎏　⇒　867.97㎏ ・設備や備品などは長く使用する。

　　リサイクル ・ゴミの分別を徹底し、リサイクルできるものは

《本社＋中間処理場》 《本社＋中間処理場》 　リサイクルにまわす。

⑦建設廃棄物の ・リサイクル率を2％増加する。 ・2021年度はリサイクル率を2％増加する。 ・分類・分別を徹底する。

　リサイクル率向上 （2019年度と対比） （2019年度と対比）

63.8％　⇒　66.4％ 63.8％　⇒　66.4％

・環境に配慮した行動を推進する。 ・環境に配慮した行動を推進する。 ・社内・社外において環境負荷を低減させる行動を

　心がける。

・地域の清掃活動に積極的に参加する。

・敷地周辺のゴミ拾い。

・金属を1％増加する。 ・2020年度は金属を0.6％増加する。 ・有価物の量が増加するように、リサイクルに

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） 　準じた分類・分別を徹底する。

53,067kg ⇒ 53,597.67kg 53,067kg　⇒　53,385.4kg

・ダンボールを0.3％増加する。 ・2020年度は段ボールを0.2％増加する。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比）

181,543kg ⇒ 182,087.63kg 181,543kg　⇒　181,906.09kg

・塩ビを1％増加する。 ・2020年度は塩ビを0.6％増加する。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比）

43.67m3 ⇒ 44.11m3 43.67ｍ3　⇒　43.93ｍ3

⑨受託した廃棄物の
　　有価物へのリサイク

ル
通年 環境事業部全員

通年 全従業員

通年 環境事業部全員

⑧環境への意識を高める 通年 全従業員

通年 環境事業部全員

⑤受託した産業廃棄物
　の処分時の環境配慮

通年 環境事業部全員

環境活動計画　　(2021年度)

担当者



分類
中長期環境目標

2019年度～2021年度 短期環境目標 活動内容 スケジュール

・電気使用量を0.3％削減する。 ・2021年度は電気使用量を0.3％削減する。 ・エアコンのフィルターの清掃。 通年

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） ・不使用時はパソコンのディスプレイの電源をｏｆｆにする。

42,645.32kwh ⇒ 42,517.38kwh 42,645.32kwh ⇒ 42,517.38kwh ・冷暖房の温度設定は、夏２８℃、冬２０度を徹底する。

・遮光フィルムおよび扇風機の導入。

冷暖房使用時

《本社》 《本社》 随時

・軽油使用量を0.1％削減する。 ・2021年度は軽油使用量を0.1％削減する。 ・優良ドライバーの工夫の発表。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） ・アイドリングストップの実施。

330,973.0ℓ ⇒ 330,642.03ℓ 330,973.0ℓ ⇒ 330,642.03ℓ ・急発進・急加速・急ブレーキの禁止。

・車両の点検をこまめに実施する。

《運送事業部》 《運送事業部》 ・車両の入れ替えによる燃費向上。 通年

・軽油使用量を0.1%削減する。 ・2021年度は軽油使用量を0.1％削減する。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比）

64,283.33ℓ ⇒ 64,219.05ℓ 64,283.33ℓ ⇒ 64,219.05ℓ

《那須塩原市委託一般廃棄物回収車》 《那須塩原市委託一般廃棄物回収車》

・維持管理目標とする。電気使用量。 ・2021年度は維持管理目標とする。 ・破砕機の効率的稼動の為、廃棄物が一定量に

（2016年度～2018年度平均を目標） （2016年度～2018年度平均の目標） 　達してから処理する。

27,196kwh 27,196kwh ・継続して刃物などの消耗品をこまめに取り換える。

《中間処理場》 《中間処理場》 ・モーターのメンテナンスを確実に行う。

・省資源・グリーン購入を推進する。 ・環境配慮製品の購入を推進する。 ・エコマーク・グリーンマーク製品を優先的に 購入時

　購入する。

・水使用量を1％削減する。 ・2021年度は水使用量を1％削減する。 ・洗車時はまめに水を止める。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） ・粉じん防止の散水時は節水する。

234.0ｍ3　⇒　231.66ｍ3 234.0ｍ3　⇒　231.66ｍ3

《本社》 《本社》

・維持管理目標する。水使用量。 ・2021年度は維持管理目標とする。 ・洗車時はまめに水を止める。

（2016年度～2018年度平均を目標） （2016年度～2018年度平均を目標） ・粉じん防止の散水時は節水する。

90.01ｍ3　 90.01ｍ3　 ・洗車場へ節水シャワーを導入。

《中間処理場》 《中間処理場》
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通年

目標　90.01ｍ3
実績　51.00ｍ3
差異　-39.01ｍ3

＜達成＞

プラント

②省資源
本　　社（事務所）
プラント（事務所）

実施している。

③水の効率的使用

通年

目標　231.66m3
実績　326.00m3
差異　+94.34ｍ3

＜未達成＞

運送事業部全員

通年

目標　27,196kwh
実績　30,447kwh
差異　+3,251kwh

＜未達成＞

環境事業部全員

(中間処理場)

目標　330,642.07ℓ
実績　293,495.60ℓ
差異　-37,146.47ℓ

＜達成＞運送事業部全員

目標　64,219.05ℓ
実績　46,650.36ℓ
差異　-17,568.69ℓ

＜達成＞

①温室効果ガス排出

目標　42,517.38kwh
実績　39,178.00kwh
差異　-3,339.38kwh

＜達成＞

本社

全従業員

環境活動計画と結果　　(2021年度)

担当者 環境目標の実績



分類
中長期環境目標

2019年度～2021年度 短期環境目標 活動内容 スケジュール

・積み替え時の特殊車両の ・積み替え時の特殊車両の ・特殊車両のグリースアップ・オイルフィルターの清掃。

④受託した産業廃棄物の　　騒音の削減。 　　騒音の削減。 ・重機操作は燃費向上を考えて行う。

　積替・保管における ・分別時の粉塵の削減。 ・分別時の粉塵の削減。 ・地面を傷つけない。

　環境配慮 ・害虫の発生抑制。 ・害虫の発生抑制。 ・週一回の一斉清掃の実施。

・防虫剤の散布。

・破砕処分時の騒音・振動の防止。 ・破砕処分時の騒音・振動の防止。 ・建屋の扉を開放したまま破砕機を稼動させない。

・破砕処分時の粉塵の防止。 ・破砕処分時の粉塵の防止。 ・前処理や散水の徹底。

・破砕機の点検をこまめに行う。

・一般廃排出量を1％削減する。 ・2021年度は一般廃排出量を1％削減する。 ・両面印刷・両面コピーを励行する。

⑥一般廃棄物の （2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） ・裏紙利用の徹底。

　　排出抑制及び 873.21㎏　⇒　864.48㎏ 873.21㎏　⇒　864.48㎏ ・設備や備品などは長く使用する。

　　リサイクル ・ゴミの分別を徹底し、リサイクルできるものは

《本社＋中間処理場》 《本社＋中間処理場》 　リサイクルにまわす。

⑦建設廃棄物の ・リサイクル率を2％増加する。 ・2021年度はリサイクル率を2％増加する。 ・分類・分別を徹底する。

　リサイクル率向上 （2019年度と対比） （2019年度と対比）

63.8％　⇒　66.4％ 63.8％　⇒　66.4％

・環境に配慮した行動を推進する。 ・環境に配慮した行動を推進する。 ・社内・社外において環境負荷を低減させる行動を

　心がける。

・地域の清掃活動に積極的に参加する。

・敷地周辺のゴミ拾い。

・金属を1％増加する。 ・2021年度は金属を1％増加する。 ・有価物の量が増加するように、リサイクルに

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比） 　準じた分類・分別を徹底する。

53,067kg ⇒ 53,597.67kg 53,067kg ⇒ 53,597.67kg

・ダンボールを0.3％増加する。 ・2021年度は段ボールを0.3％増加する。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比）

181,543kg ⇒ 182,087.63kg 181,543kg ⇒ 182,087.63kg

・塩ビを1％増加する。 ・2021年度は塩ビを1％増加する。

（2016年度～2018年度平均と対比） （2016年度～2018年度平均と対比）

43.67m3 ⇒ 44.11m3 43.67m3 ⇒ 44.11m3

目標　182,087.63kg
実績　146,250.00kg
差異　-35,837.63kg

＜未達成＞

目標　44.11m3
実績　51.00m3
差異　+6.89m3

＜達成＞

通年

⑧環境への意識を高める 通年 全従業員

⑨受託した廃棄物の
　　有価物へのリサイク

ル
通年 環境事業部全員

目標　53,597.67kg
実績　44,656.00kg
差異　-8,941.67kg

＜未達成＞

全従業員

目標　864.48kg
実績　1,080.86kg
差異　+216.38kg

＜未達成＞

通年 環境事業部全員

目標　66.4%
実績　50.9%

差異　－15.5％
＜未達成＞

環境事業部全員

⑤受託した産業廃棄物
　の処分時の環境配慮

通年 環境事業部全員 実施している。

環境活動計画と結果　　(2021年度)

担当者 環境目標の実績

通年 実施している。



項 目 単 位 2020年度 2021年度 増 減 増 減 率 結 果

電 力 kwh 70,220 69,625 -595 -0.85% -

軽 油 ℓ 355,718 340,146 -15,572 -4.38% -

ガ ソ リ ン ℓ 2,276 1,512 -764 -33.56% -

灯 油 ℓ 1,470 1,574 104 7.07% +

水 ㎥ 403 377 -26 -6.45% -

環　境　活　動　の　取　組　結　果

【　主な項目について2021年度と前年同期の使用量の比較　】
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377

2020年度 2021年度



種類 項目 2019年度 2020年度 20201度

使用量（ｋｗｈ） 70,153 22,015

ＣＯ2排出量（ｋｇ－ＣＯ2） 35,077 10,171

使用量（ｋｗｈ） 48,205 69,625

ＣＯ2排出量（ｋｇ－ＣＯ2） 28,537 41,218

使用量（Ｌ） 2,585 1,470 1,574

ＣＯ2排出量（ｋｇ－ＣＯ2） 6,442 3,660 3,919

使用量（ｋｇ） 90 184 180

ＣＯ2排出量（ｋｇ－ＣＯ2） 271 551 540

使用量（Ｌ） 2,210 2,276 1,512

ＣＯ2排出量（ｋｇ－ＣＯ2） 5,131 5,281 3,509

使用量（Ｌ） 376,125 355,718 340,146

ＣＯ2排出量（ｋｇ－ＣＯ2） 987,080 917,752 877,577

水 上水使用量 359 403 377

二酸化炭素排出量合計

（ｋｇ－ＣＯ2）

産業廃棄物 消費量（ｔ） - - -

(廃油） ＣＯ2排出量（ｋｇ－ＣＯ2） - - -

965952.06 926762.98
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エネルギー投入量と二酸化炭素（ＣＯ2）排出量

電力

（東京電力エナ

ジーパートナー）

灯油

ＬＰＧ

ガソリン

軽油

電力

（シン・エナジー

㈱）

温室効果ガス

排出量合計
1033999.92



分類
中長期環境目標

2022年度～2024年度
短期環境目標 活動内容 スケジュール ７月 １０月 １月 ４月

・電気使用量を0.3％削減する。 ・2022年度は電気使用量を0.1％削減する。 ・エアコンのフィルターの清掃。 通年

（2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比） ・不使用時はパソコンのディスプレイの電源をｏｆｆにする。 冷暖房使用時

39,101.00kwh ⇒ 38,983.70kwh 39,101.00kwh ⇒ 39,061.90kwh ・冷暖房の温度設定は、夏２８℃、冬２０度を徹底する。 随時

・遮光フィルムおよび扇風機の導入。

《本社》 《本社》

・軽油使用量を0.1％削減する。 ・2022年度は軽油使用量を0.03％削減する。 ・優良ドライバーの工夫の発表。

（2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比） ・アイドリングストップの実施。

310,014.10ℓ ⇒ 309,704.08ℓ 310,014.10ℓ ⇒ 309,921.09ℓ ・急発進・急加速・急ブレーキの禁止。

・車両の点検をこまめに実施する。

①温室効果ガス排出 《運送事業部》 《運送事業部》 ・車両の入れ替えによる燃費向上。 通年

・軽油使用量を0.1%削減する。 ・2022年度は軽油使用量を0.03％削減する。

（2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比）

46,981.87ℓ ⇒ 46,934.89ℓ 46,981.87ℓ ⇒ 46,967.78ℓ

《那須塩原市委託一般廃棄物回収車》 《那須塩原市委託一般廃棄物回収車》

・維持管理目標とする。電気使用量。 ・2022年度は維持管理目標とする。 ・破砕機の効率的稼動の為、廃棄物が

（2019年度～2021年度平均を目標） （2019年度～2021年度平均を目標） 　一定量に達してから処理する。 通年

30,897.67kwh 30,897.67kwh ・継続して刃物などの消耗品をこまめに取り換える。

《中間処理場》 《中間処理場》 ・モーターのメンテナンスを確実に行う。

②省資源 ・省資源・グリーン購入を推進する。・環境配慮製品の購入を推進する。 ・エコマーク・グリーンマーク製品を 購入時

　優先的に購入する。

・水使用量を1％削減する。 ・2022年度は水使用量を0.3％削減する。・洗車時はまめに水を止める。

（2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比） ・粉じん防止の散水時は節水する。

325.68ｍ3　⇒　322.42ｍ3 325.68ｍ3　⇒　324.70ｍ3 通年

③水の効率的使用 《本社》 《本社》

・維持管理目標する。水使用量。 ・2022年度は維持管理目標とする。 ・洗車時はまめに水を止める。

（2019年度～2021年度平均を目標） （2019年度～2021年度平均を目標） ・粉じん防止の散水時は節水する。

54.0ｍ3　 54.0ｍ3　 ・洗車場へ節水シャワーを導入。 通年

《中間処理場》 《中間処理場》

プラント
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本　　社（事務所）

プラント（事務所）

運送事業部全員

運送事業部全員

環境事業部全員

(中間処理場)

本社

全従業員

環境活動計画　　(2022年度)

担当者



分類
中長期環境目標

2022年度～2024年度
短期環境目標 活動内容 スケジュール ７月 １０月 １月 ４月

・積み替え時の特殊車両の ・積み替え時の特殊車両の ・特殊車両のグリースアップ・オイルフィルターの清掃。

④受託した産業廃棄物の 　騒音の削減。 　騒音の削減。 ・重機操作は燃費向上を考えて行う。

　積替・保管における ・分別時の粉塵の削減。 ・分別時の粉塵の削減。 ・地面を傷つけない。

　環境配慮 ・害虫の発生抑制。 ・害虫の発生抑制。 ・週一回の一斉清掃の実施。

・防虫剤の散布。

⑤受託した産業廃棄物 ・破砕処分時の騒音・振動の防止。 ・破砕処分時の騒音・振動の防止。 ・建屋の扉を開放したまま破砕機を稼動させない。

　の処分時の環境配慮 ・破砕処分時の粉塵の防止。 ・破砕処分時の粉塵の防止。 ・前処理や散水の徹底。

・破砕機の点検をこまめに行う。

・一般廃排出量を0.3％削減する。 ・2022年度は一般廃排出量を0.1％削減する。 ・両面印刷・両面コピーを励行する。

⑥一般廃棄物の （2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比） ・裏紙利用の徹底。

　　排出抑制及び 1,055.90㎏　⇒　1,052.73㎏ 1,055.90㎏　⇒　1,054.84㎏ ・設備や備品などは長く使用する。

　　リサイクル ・ゴミの分別を徹底し、リサイクルできるものは

《本社＋中間処理場》 《本社＋中間処理場》 　リサイクルにまわす。

⑦建設廃棄物の ・リサイクル率を1％増加する。 ・2022年度はリサイクル率を0.3％増加する。 ・分類・分別を徹底する。

　リサイクル率向上 （2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比） ・三か月ごとの評価は活動で行い、

61.2％　⇒　61.8％ 61.2％　⇒　61.4％ 　リサイクル率の評価は一年間の数値で行う。

⑧環境への意識を高める ・環境に配慮した行動を推進する。 ・環境に配慮した行動を推進する。 ・社内・社外において環境負荷を低減させる

　行動を心がける。

・地域の清掃活動に積極的に参加する。

・敷地周辺のゴミ拾い。

・金属を0.3％増加する。 ・2022年度は金属を0.1％増加する。 ・リサイクルに準じた分類・分別を徹底する。

（2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比）

57,110.33kg ⇒ 57,281.66kg 57,110.33kg ⇒ 57,167.44kg

・ダンボールを0.3％増加する。 ・2022年度は段ボールを0.1％増加する。

⑨受託した廃棄物の （2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比） 通年

　有価物へのリサイク 151,656.67kg ⇒ 152,111.64kg 151,656.67kg ⇒ 151,808.33kg

・塩ビを0.3％増加する。 ・2022年度は塩ビを0.1％増加する。

（2019年度～2021年度平均と対比） （2019年度～2021年度平均と対比）

56.5m3 ⇒ 56.67m3 56.5m3 ⇒ 56.56m3

通年
全従業員

環境事業部全員

通年 環境事業部全員

通年 全従業員

通年 環境事業部全員

担当者

通年 環境事業部全員

環境活動計画　　(2022年度)



対　　象 遵守評価

適

産業廃棄物収集運搬
特別管理廃棄物収集運搬
中間処分業

適

破砕機 適

軽油の地下タンク 適

適

建造物解体 適
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　　2021年5月1日に環境関連法規の遵守状況の評価を実施し、

６．建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

４．消防法

　　なお、関係機関からの違反の指摘もありません。

　　また、訴訟についても１件もありませんでした。

５．特定家庭用機器再商品化法

環境関連法規等の遵守状況の確認，評価の結果
　　　　　　　　　　　　　　　及び　違反・訴訟等の有無

　　違反のない事を確認しました。

●環境関連法規への違反・訴訟等の有無

関連法規

1.　環境基本法

２．廃棄物処理法

●環境関連法規等の遵守状況の確認，評価の結果

３．栃木県生活環境の保全等に関する条例
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環境経営システム

・変更なし。

実施体制

・変更の必要なし。

環境目標

・目標の未達成の月が出るが一年を通して目標を達成する場合もある為、目標は現状維持。

　

環境活動計画

・変更なし。

　一度重機で破砕してから破砕機へ流すなど節電に努めてはいるが、電気使用量が増加。

　今後の維持管理目標の数値は、搬入量が増加した時期の使用を検討。

環境方針

・変更なし。

その他
・2009年度版環境負荷チェックから、2017年度版環境負荷チェックに変更。

代表者の見直しの結果

全体についての評価

今後の為の指示事項

・本社、新聞やシュレッターと言ったリサイクル品目を計量・集計していないのにも関わらず、

　全体の排出量が多い。特に可燃ごみの排出が多い。

・2020年3月より25ｍ3コンテナ使用の産業廃棄物搬入が開始された。

　一か月に2～3回搬入され、その分中間処理場で破砕機稼働時間も増加。

環境目標の達成状況

・中間処理場分、電気使用量の維持管理目標未達成。水使用量の維持管理目標達成。

・本社分、電気使用量削減目標達成。水使用量の削減未達成。

・軽油使用量削減目標達成。

・一般廃排出量の削減未達成。

不適合是正処置と結果

・本社水使用量削減目標未達成→約40％増、未達成。

・中間処理場電気使用量削減目標未達成→約12％増、未達成。

・本社+中間処理場一般廃排出量削減目標未達成→約25％増加、未達成。

・有価物回収量増加目標未達成

　金属→約16.7%減、未達成。

　段ボール→約19.7％減、未達成。

　塩ビ→年間の合計数量で増加目標達成。

教育・訓練の状況
・2021年7月より、夏季安全衛生大会。感染症対策として少人数、数回に分けて開催。

環境上の緊急事態の訓練結果
・中間処理場、消火ホース放水点検を実施。放水に異常なし。

　2021年6月8日。

環境関連法規の制改定情報

環境負荷の監視・測定の結果

遵守状況チェック結果

・中間処理場、浄化槽保守点検。2022年3月1日実施。異常なし。

・中間処理場、破砕機稼働時には散水を実施し、粉じん防止に努めている。

・その他、関連法規違反等なし。

外部からの苦情・

要望とその処置結果

・2021年4月1日～2022年3月31日の間、外部からの苦情なし。

環境への負荷の

自己チェックの結果

・2021年7月20日に完成。詳細は別紙。

環境への取組の

自己チェックの結果

・2021年7月20日にチェック。項目を確認し内容を把握。

代表者による全体評価と見直しの結果

全体の運用状況等の情報の概要

情報の項目 結果など


